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【環境審議会】会議概要 

会 議 名 令和５年度第４回環境審議会 

事 務 局 
環境部長・荒井 広幸、環境政策課長・加藤 鉄也、生活環境保

全課長・志田野 隆史、足立清掃事務所長・長谷川 澄雄 

開催年月日 令和６年２月９日（金） 

開 催 時 間 15時 00分から 16時 30分まで 

開催場所  足立区役所８階庁議室 

出 席 者 

※：オンライン参加 

田中 充 百田 真史 鹿浜 昭 土屋 のりこ 横田 ゆう 

石毛かずあき 中村 徳光 小泉 俊夫 佐藤 強士 茂木 福美 

※中村 重男 田島 のぞみ 工藤 信   

欠 席 者 水川 薫子 植村 公彦  

会 議 次 第 別紙のとおり 

資 料 

 

・令和５年度第４回足立区環境審議会資料 

 

そ の 他 
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（加藤鉄也 環境政策課長） 

環境政策課長の加藤でございます。会

議に先立ち、事務局からお知らせがござ

います。今回も前回同様、会場とオンラ

インの併用で会議を開催いたします。ご

発言の際は、ゆっくりはっきりを意識し

ていただきますよう、ご協力をお願いい

たします。 

また議事録につきましては、出席委員

名および発言者、発言内容を掲載し公開

することを報告させていただきます。 

それでは田中会長、よろしくお願いい

たします。 

（田中充 会長） 

はい。皆さん、こんにちは。 

令和６年になり初めての開催となりま

す。新年早々から、能登の方で大変痛ま

しい災害が起きまして、大変ご苦労され

ている方もいらっしゃいます。他方で、

足立区の方でも区の職員を派遣するなど

して、災害の復興に向けて今取り組まれ

ているかなと思います。こうした災害を

目の当たりしますと、人の力ではどうし

ようもできないことがあると、思いを新

たにいたします。 

ただ環境問題の関係で申しますと、気

候変動、温暖化は私たちの力でまだ何と

かできる範疇の課題です。ぜひ皆さんの

ご協力を得て温暖化対策も足立区が率先

して取り組むことができればいいなと思

っております。 

前置きはこのくらいにいたしまして、

ただいまから令和５年度第４回足立区環

境審議会を開会させていただきます。そ

れでは出席委員の確認をお願いいたしま

す。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

はい、委員定数 15名のうち会場が 12

名、オンラインで１名、合計 13名の参

加という形になっております。 

（田中充 会長） 

わかりました。それでは委員定数 15

名で出席委員が 13名ということでござ

いますので、本日の審議会は成立してい

ることをご報告いたします。 

また議事録の署名人ですけれども、会

場にお越しいただいている委員の中から

恐縮でございますが、鹿浜委員と土屋委

員にお願いしたいと思います。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

また、審議会の公開非公開でございま

すが、足立区審議会等の設置および運営

に関する指針におきまして、個人情報あ

るいは思惟決定の情報、こうした公にす

ることは不適当なものを除いて審議会は

原則公開ということになっております。

公にするべきでないと認められる情報が

あるようでしたら非公開とさせていただ

きたいと思います。本日の審議会の内容

を考えてみますと、特に非公開とすべき

内容は見当たりませんので、公開するこ

ととしたいと思います。もし何かこの件

について、非公開とすべき事項等につい

てご意見等ございましたら、どうぞ委員

からご発言をお願いいたします。いかが

でしょうか。よろしいでしょうか。 

それでは本日の審議会は公開とさせて

いただきます。傍聴希望の方はいらっし

ゃいますか。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

傍聴希望者が１名おります。 

（田中充 会長） 

会議は公開ということでございますの 

で、傍聴希望の方に入室いただきま

す。 

それでは次第の３、配付資料の確認を
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事務局からお願いいたします。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

はい。それでは配布資料の確認をさせ

ていただきます。事前に皆様にお送りい

たしました資料は、本日の次第並びに令

和５年度第４回足立区環境審議会資料で

ございます。 

次に、本日の進め方でございますが、

ご意見やご質問などございましたら、オ

ンライン参加の方は挙手ボタンまたは画

面に向かって分かるよう挙手をお願いい

たします。会場の方は挙手をお願いいた

します。事務局で挙手されている方を会

長にお伝えいたしますので、会長の指名

により、一人ずつご意見ご質問をお願い

いたします。その後、委員からのご意見

ご質問が揃ったところで会長の進行で、

事務局からお答えさせていただきます。

進め方についての説明は以上でございま

す。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。早速、本題

の方に入らせていただきたいと思いま

す。 

ただいま事務局から紹介がございまし

たが、発言の際にはできるだけ大きな声

ではっきりとご発言いただきますよう、

ご協力お願いいたします。 

本日は報告事項が８件ございますの

で、数件まとめて報告をいただいた後に

質疑を行っていただく形で進めさせてい

ただきます。 

それではまず報告事項の１と２につい

て、事務局より説明をお願いいたしま

す。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

はい。事務局よりご説明させていただ

きます。 

資料の１ページをご覧ください。カー

ボンオフセットの実施についてでござい

ます。区の事務事業において排出する二

酸化炭素について、以下のとおりカーボ

ンオフセットするというもののご報告で

ございます。 

対象といたしましては、公用車の走行

に伴い排出した CO₂254ｔのうち 200ｔを

オフセットするものでございます。オフ

セットクレジットは、新潟県魚沼市の

「わくわくの森プロジェクト」から 220

万円で購入しました。 

カーボンオフセットは皆様ご存知だと

思いまが、まず自らの活動で CO₂の排出

削減の努力をし、それでも削減しきれな

い部分を一部森林整備等の活動に寄与す

ることで埋め合わせ、相殺する取り組み

でございます。過去５年間のカーボンオ

フセットの実績についてはご覧の表のと

おりでございます。 

今後はこの森林整備の大切さについ

て、区民や事業者へ情報発信をしっかり

していきたいということと、魚沼市と連

携してオフセットを実施していきたいと

考えているものでございます。こちらの

説明は以上です。 

続きまして２ページをお願いいたしま

す。こちら「あだち環境かるた４～SDGs

版～」の完成と、「第 16回あだち環境

かるた大会」を開催いたしましたので、

その実施結果のご報告でございます。 

２ページの項番１、作成の経緯でござ

いますが、環境かるたは５年ごとにリニ

ューアルして、あだち環境かるた大会で

使用をしています。今回の改定では

SDGs版と名付けました。 

（２）でございます。読み札および絵

札のデザインについてでございますが、
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まず読み札は令和４年７月から８月の夏

休みの間に、区立の小学生の全児童対象

に募集をいたしました。応募が 3,194点

あり、各学校で 1,062件を選定して、そ

の中から 44句の読み札を決定したとい

うものでございます。そこで決定した読

み札を元に、絵札のデザインを検討して

完成したというものでございます。 

こちらでございますが、あだち広報や

SNSで周知啓発をしております。あと区

立の幼稚園、保育園、小中学校への配布

をしているというものでございます。ち

なみに区政資料室で１セット 900円で販

売しております。ぜひよろしくお願いい

たします。 

続きまして「第 16回あだち環境かる

た大会」の実施結果でございます。こち

らは１月 28日、区立島根小学校の体育

館で実施いたしました。小学校の１年生

から６年生までを対象とし、周知として

は区立の小学校全児童にお知らせを配布

させていただきました。当日は 211名に

参加いただきました。大会は、低学年の

部と高学年の部に分けて開催いたしまし

た。感染対策等を徹底して実施させてい

ただいたというものでございます。 

子供たちも負けると悔しくて泣いてい

たりとか、そういう場面もあって、非常

に良い大会だったなと考えているところ

でございます。 

報告事項の１と２に関しては以上でご

ざいます。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。報告事項１

番カーボンオフセットということで、オ

フセットというのは相殺をするという意

味ですね。区の活動の中で排出した CO₂

を魚沼市の森林の植栽事業の方で相殺を

していこうということです。 

報告事項２は、「あだち環境かるたの

大会」の開催、また新な「あだち環境か

るた４」の作成ということで、これは令

和５年度に新しく作成したかるたを使っ

て、環境かるた大会を開催した、その報

告でございました。 

内容について、ご質問あるいはご意見

ございましたら、どうぞお話しいただき

たいと思います。はい、田島委員よろし

くお願いします。 

（田島のぞみ 委員） 

田島です、よろしくお願いします。環

境かるた大会の開催は、コロナ禍があっ

てのすごく久しぶりの開催で本当に素晴

らしいなと思っています。素晴らしい取

り組みだと思うんですが、この結果は何

かの媒体を介して発表などされるんでし

ょうか。素晴らしい取り組みなので、あ

だち広報などでも発表して結果を報告す

るような形でやってみていただければな

と思いました。よろしくお願いします。 

（田中充 会長） 

ありがとうございます。それでは、ま

とめて何件かご意見やご質問をいただい

てから、事務局にお答えいただきたいと

思います。 

他の委員の方でいかがでしょうか。よ

ろしいでしょうか。それではオンライン

方の委員はいかがでしょうか。特に挙手

がないようですから、今の田島委員のご

質問について、事務局いかがでしょう

か。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

はい。環境かるた大会の実施結果につ

いてでございますが、こちら区のホーム

ページで既に公開しております。 

（田中充 会長） 
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はい。そういう形でも多くの区民に知

っていただくのはよろしいかなと思いま

す。 

はい、それでは佐藤委員どうぞ。 

（佐藤強士 委員） 

佐藤です。かるた大会なんですけど

も、たいへん結構なことで、若い頃から

こうやっていることは本当に残るんじゃ

ないかと思いますので、ぜひこれはなる

べく多くの学校にやっていただきたいと

思っとるんですけどね。準備も大変だと

思うんでございますけれども、それを普

及していただきたいと思っております。

よろしくお願いいたします。 

（田中充 会長） 

ありがとうございます。ご意見を頂戴

したということかと思います。 

他にいかがでしようか。よろしいです

か。今のご意見にお答えいただけますで

しょうか。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

はい。佐藤委員のおっしゃるとおり、

多くの児童に届くよう、全ての児童にお

知らせを配布して来ていただいて、たく

さんの方に参加していただけるよう、頑

張ってまいりたいと思います。 

（田中充 会長） 

それでまた先へ進ませていただいて、

何かありましたら後ほどお願いしたいと

思います。 

続きまして報告事項３番４番につい

て、事務局からご説明お願いいたしま

す。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

資料４ページをお願いいたします。

「地球にやさしいひとのまち」ポスター

コンクールの実施結果についてでござい

ます。 

こちら環境問題に関するポスターの作

成を通じて、地球に優しい環境行動を実

践する人を増やしていくという目的でや

っております。今回は「私の簡単エコ活

動」というテーマで募集をさせていただ

きました。対象は区内在住、在勤、在学

の方を対象にしております。募集期間は

６月 12日から 10月 13日でございまし

た。実際には、小学生が 422点、中学生

が 318点、一般の方が 91点、合計 831

点の応募をいただいております。 

小・中・一般部門の最優秀賞を参考に

載せておりますので、ご覧いただければ

と思います。その他入選者が合計 39名

というものでございます。 

こちらの作品や結果の公表や紹介につ

いては、本庁舎アトリウムやエルソフィ

ア等で展示を実施いたしました。さら

に、下の写真にございますように、受賞

した作品をグッズに印刷して啓発してい

るというものでございます。 

続きまして、６ページお願いいたしま

す。環境学習事業の実施結果ということ

で、11月と 12月に実施いたしました事

業についてご報告させていただくもので

ございます。項番の１、11月の実施事

業につきましては「わくわく植樹体験

in鹿沼」ということで、11月 19日、日

帰りのバス旅行という形で実施をさせて

いただきました。 

目的としては、植樹体験や木を使った

もの作りを通して、森林が果たす役割な

どを学んでいただいたというものでござ

います。 

定員は 40名で、内 10名は子どもの未

来応援枠という形で募集させていただい

ております。 

最後に主な感想や意見についてです
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が、なかなか区内の子ども達は木を植え

たり木で何か工作したりするという機会

がないので、非常に良い体験だったのか

なと思っております。 

実は、その他のところに書かせていた

だいているんですが、帰りの途中で乗車

していた観光バスがちょっと道路で擦っ

てしまったという物損事故がございまし

た。参加者には、バス事業者の費用負担

によって区を通じて対応させていただい

たという、トラブルがあったということ

もご報告させていただいております。 

７ページをお願いいたします。12月

の実施事業といたしましては 12月３日

に野鳥観察会の方実施させていただいて

おります。こちら 40名定員のところ

220名ほどの応募がございました。 

参加していただいた方は結構親子が多

かったんですけれども、お子さん達のな

かにも、かなり鳥に詳しい方がいらっし

ゃって、「この鳥はこうなんだよ。」っ

てお父さんに説明しながら見ているとい

う風景もありました。非常に好評な事業

だったかなと感じているところでござい

ます。私からは以上でございます。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。報告事項３

と４でｓｙが、いずれも環境啓発事業と

いう施策でしょうか。区民にポスターを

作っていただいて、それを募集した中で

優秀なものについては顕彰していくとい

う取り組みと、それから子供たちを中心

にした環境学習ツアーあるいは野鳥の観

察会という、野外に出て活動する取り組

み内容の紹介でした。 

それではご意見ご質問ございますか。

お話しいただきたいと思います。はい、

石毛委員どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

（石毛かずあき 委員） 

どうぞよろしくお願いいたします。毎

回議題に上がってくることで大変申し訳

ないんですけれども。環境学習ツアーに

関する応募者数に対しての参加者数です

ね。17組 38名ということで、これは受

入先の規模、受け入れ先の許容範囲の限

界なのか。また何か理由があって、課題

があるからなのか、教えていただけます

か。 

もう一つは、何か理由があったり課題

があるのであればですね。例えばこのプ

ラン、メニューを増やすなど工夫をしな

がら、こうした参加者数を増やすような

工夫っていうのをしていただけないかな

というふうに思います。以上です。 

（田中充 会長） 

そうですね、私もこの事業がこんなに

人気が高いのにもったいないと思いま

す。ありがとうございます。他に、はい

田島委員どうぞ。 

（田島のぞみ 委員） 

私も同じ意見で、７ページの特に野鳥

観察会は定員が 40名で応募人数が 222

名で参加者数は 32名になっていて、２

割の方が参加できていないという状況な

んですけど、これも何故なのかというの

と、もし体調不良などで参加できない場

合はキャンセル枠を設けるなどして、多

くの人が参加できるようにしてほしいな

と思います。以上です。 

（田中充 会長） 

はい、わかりました。ありがとうござ

いました。それでは今お２人からご意

見、ご質問が出ましたので、お答えいた

だきたいと思います。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 
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まず１点目のツアーに関しまして、確

かに 30組 906名の応募を受けたという

形でございます。このカリキュラムの中

で利用する施設とか、受け入れ先の体制

というのはまず課題であるというのは事

実でございます。もしこの参加者を増や

していくということになると、開催日数

を増やしていくとか、そういう形で検討

しないといけないため、当然相手先との

調整をする必要があるかなというふうに

考えております。ただ、石毛委員がおっ

しゃるとおり、これだけの応募があると

いうのは事実でございます。何ができる

か、一度お話をさせていただきたいと思

います。 

時期に関しては、受入先、鹿沼市さん

のご要望として 11月がいいよというの

がまずあります。もう一つが、この木工

の施設とか、そこで実際にお子さん達、

親子で座って活動できる施設のキャパと

いうのもございます。なので、１日で参

加者数を大きく増やすというのはなかな

か難しいところがあるのかなというふう

に考えているところでございます。 

もう１点の、実際の参加者が 40名中

32名だったというところですね。これ

キャンセル枠で定員より少し多く当選者

を集めているんですが、当日都合が悪く

なって、実際参加していただいたのが

32名だったということです。なるべく

多くの方に我々も参加していただきたい

ので、そういった形でキャンセル枠で少

し余裕を持たせて取りながらも、実際に

当日参加していただいたのは 32名だっ

たという状態でございます。 

（田中充 会長） 

既にご発言された委員でまた追加のご

質問のある方、あるいはその他の委員で

もいかがですか。はい、それでは土屋委

員どうぞお願いします。 

（土屋のりこ 委員） 

私も同様なんですが、あまりにもこの

応募者数に対して参加者数が少な過ぎる

ということで、これだと他の区のイベン

トでもそうかもしれませんけど、せっか

く子供たちは申し込みたいと思っても、

「これじゃ当たらないよね」って諦め感

を持ってしまうというか、諦めてしまう

というか、そういうふうにこの事業でな

ってしまわないかと。一人で強く生きて

いける子供たちへ育てようというふうに

しているにも関わらず残念ですし、やっ

ぱり応募したら基本的に当たるぐらいの

キャパを頑張っていただきたいなという

のが私の１点目の意見です。 

２点目ですが、この事業で対象が小学

３年生以上ということで、幼稚園生であ

ったり、もうちょっと小さい子供たちも

一緒に参加できないかと。これ野鳥観察

会とかだったらもっと小さく、うちの１

歳の子とかでも一緒に行って「あ、鳥さ

んだね」とか「鴨さんだね」、そういう

ふうなことができるのかなと思ったんで

すけど、見たらしばらくは申し込めない

んだなっていうことで残念に思ったんで

す。いろいろ講師の方の都合や団体行動

が取れるかどうかとかもあるでしょうけ

れども、もうちょっとその下の子供た

ち、幼稚園くらいの子供たちも行事に参

加できるような企画ということでぜひ検

討いただけないかと。もしくは、ここが

駄目な理由というのがあれば教えていた

だきたいです。 

（田中充 会長） 

はい、２点ですね。他の委員もご発言

がありましたらお願いいたします。オン
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ラインの中村委員、どうぞご発言をお願

いいたします。 

（中村重男 委員） 

私も同じような意見なんですけれど

も、あまりにもその応募の数にその参加

者が少ないということで、これ少し考え

方を変えていただいて、ツアーを募集す

るということではなくて、各小学校に出

向いて何か植樹祭というか、植樹の体験

をするとか、何かイベントをするとか、

そういうふうな考え方ってできないんで

しょうか。あまりにも応募に対して参加

できる方が少ないので、多分需要は非常

に多いと思うんですね。ですから、少し

考え方を変えていただいて、出前の環境

学習みたいなものを考えていただければ

いいのかなとは思うんですけれども、い

かがでしょうか。 

（田中充 会長） 

ありがとうございます。それでは、お

二方、土屋委員と中村委員から、ご意見

を頂きました。事務局いかがでしょう。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

まず土屋委員のツアーの参加者の定員

に関しては先ほど申し上げたんですが、

日数を増やすか何か根本的なところを考

えて、相手先との調整も必要かなと思い

ます。確かに応募者数と参加者数が圧倒

的に違うよねという石毛委員や土屋委員

のおっしゃっていたとおりございます。

その辺に関してはどんな手が打てるか、

まず考えさせていただきたいなと思いま

す。 

もう１点が、幼稚園とかもうちょっと

小さい子が参加できるものはないかとい

うことで、まず野鳥観察会というものに

限ってお話をすると、双眼鏡の使い方と

かを教える関係で小さいお子さんは厳し

いかなということで、一応３年生以上と

いう形にさせていただいているという点

がございます。 

小さいお子さん向けの環境学習に関し

ましては、幼稚園・保育園の出前講座と

いうのは実施をさせていただいておりま

す。ただ、委員がおっしゃった日曜日と

か土曜日に募集してというのは確かにカ

リキュラムとして幼稚園対象というのは

ないかもしれない。これは新しい課題か

なと思いますので、何かできることがあ

るのかちょっと調べてみたいなと思いま

す。 

もう一つ、そもそもキャパが全然足ら

ないのだから、直接出向いた講座をでき

ないかということでございますが、小中

学生向けに環境学習の出前講座というの

をやらせていただいています。今年 70

校ぐらいの小中学校で実施をさせていた

だいているもので、「気象予報士が語る

100年後の天気予報」とかですね、そう

いう環境の出前講座はやらせていただい

ております。あと幼稚園・保育園向けに

はごみの分別クイズみたいな、保育園に

行ってそういう講座をやっているという

のがございます。地域学習センターに出

向いて何かやっていくというのも大切な

ことだなと思いますので、これからもし

っかりやっていきたいと考えておりま

す。以上です。 

（田中充 会長） 

ありがとうございます。発言の委員の

方で追加で確認であるとか、ご意見ござ

いますか。他の委員もいかがでしょう。

よろしいですか。 

こうした環境啓発事業、学習事業は本

当に潜在的なニーズはあるんだろうと思

います。これだけ SDGsであるとか環境
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貢献と言われている中で、特に子供たち

にとって、生の環境に触れたりあるいは

こうした環境の仕組みを学ぶということ

も、とても良い機会だと思っています。

課題は、やはりそうした場の設定とか準

備とか、それから設営の手間と労力がか

かるものですから、ニーズはあるんです

が応えきれるところがある、どうしても

限定されるという制約を受けてしまう、

そういうことが課題かなと思います。 

ただ、例えば野鳥観察会であれば日本

野鳥の会とか、そうしたより専門的な保

護団体に少し協力いただくという形をと

られたり、そういう保護団体の皆さん

も、区民の皆さんが自然に興味を持って

いただくということは歓迎される話です

ので、ぜひそうしたＮＰＯ団体ＮＧＯ団

体の力を借りるなど協力をして、機会増

やすということも、ぜひご検討いただけ

ればというふうに思います。 

それでは報告事項３、４についてはこ

こまでにさせていただきます、続いて報

告事項の５、飛沫防止パネルのリサイク

ルの話ですね。この件についてお願いい

たします。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

資料８ページをお願いいたします。飛

沫防止パネルのリサイクルについてのご

報告でございます。こちら区役所の事務

室内に飛沫防止用のパネルを設置してお

りました。コロナ禍が落ち着いたとき

に、これ撤去するという形をとったので

すが、そのまま廃棄するのではなくリサ

イクルをするということで進めたもので

す。 

項番１の（２）リサイクルの概要とし

ては、ペレット化してマテリアルリサイ

クルというものをさせていただきまし

た。具体的には衣料や食品トレイなどに

生まれ変わるというものでございます。

事業者等は記載のとおりでございます。 

パネルの回収は 12月５日から７日の

３日間で実施し、2,400枚、約 1,630㎏

の回収となりました。今後の対応でござ

いますが、区役所の１階などの区民向け

の窓口にはまだ、アクリルの少し厚めの

飛沫防止パネルを設置している状況でご

ざいます。この設置をやめるということ

になれば、こちらのリサイクルに関して

も検討していきたいと考えているところ

でございます。以上でございます。 

（田中充 会長） 

飛沫防止パネルのリサイクルというこ

とで、こういうものも少しずつ設置が減

ってきたところで、撤去とその再資源化

を執り行っているという報告でした。こ

の内容についていかがでしょうか。鹿浜

委員、どうぞお願いいたします。 

（鹿浜昭 委員） 

パネル回収で 1,630㎏ということで結

構な量かなと思ったんですけど、費用的

にはどのぐらいかかったんでしょうか。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

収集運搬からリサイクル両方で 70万

円程度の費用かかっています。 

（田中充 会長） 

よろしいでしょうか。はい、それでは

田島委員、どうぞ。 

（田島のぞみ 委員） 

質問なんですが、リサイクルの内容は

どのような経緯で決めたのかというの

と、事業者をどのように選定したのかを

教えてください。 

（田中充 会長） 

わかりました。リサイクル物をどうや

って決めたのか、リサイクルする事業者
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をどのように決定したのか。この点につ

いて、事務局いかがでしょうか。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

収集運搬いわゆる運ぶことに関して

は、入札をさせていただいております。

リサイクルする先ですが、区内にはリサ

イクルできる事業者さんがいなかったの

で、これは随意契約で記載の業者さんに

お願いをするという形をとらせていただ

いております。 

（田中充 会長） 

田島委員、よろしいでしょうか。 

（田島のぞみ 委員） 

すみません、私が理解できなくて。収

集する会社が決めたということでしょう

か。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

すみません、説明不足でした。こうい

う廃棄物をリサイクルするときは２つの

工程があります。そこから集めてトラッ

クか何かで運ぶいわゆる収集という過程

と、それをリサイクルしたりあるものは

燃やしたりといろいろあるんですが、今

回はリサイクルをするという、処理・処

分という過程があります。収集過程に関

しては運送許可を持っている事業者さん

沢山いますので、こちらは入札で決定し

ました。いわゆるペットボトルのリサイ

クルではなく、ペット樹脂のリサイクル

となると事業者が１社しかなかったの

で、そこでのリサイクル方法を確認した

ところ、マテリアルリサイクルで衣料や

食品トレイの再生に生まれ変わるという

手法であった、という形でございます。 

（田島のぞみ 委員） 

再生されたリサイクルの食品トレイな

どは、区でまた利用される予定はありま

すか。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

はい。これは区が直接というよりは、

これを材料にして衣料にしたり食品トレ

イにするのは、トレイメーカーさんだっ

たり衣料品メーカーさんだったりってい

う形になります。その素材としてリサイ

クルしてもらうようお願いをしている、

というものでございます 

（田中充 会長） 

はい、ありがとうございます。これは

ペレットにして、リサイクルプラスチッ

クを使った新しい製品を作るわけです

が、それが食品トレイであったり、ある

いは衣類であったり植木鉢ポットであっ

たり、そういう物に結果的になる。その

原材料にリサイクルした、というご説明

だったと思います。そうして作られた食

品トレイなりを区で使うかどうかという

と、それは一般の市場に出回ってしまう

ので、必ずしも区に還元されるわけでな

くて、プラスチックリサイクル製品とし

て市場に回っているんだろうと思いま

す。 

それでは、よろしければ後ほどまたご

確認をいただくということで、続いてプ

ラスチックの分別回収ですね。住民説明

会と、それから資源化業者を決めた委員

会の結果ということがございます。 

まず報告事項６の報告をいただき、そ

の後報告事項７の選定委員会の報告事項

をお願いいたします。 

（長谷川澄雄 足立清掃事務所長） 

足立清掃事務所長でございます。まず

９ページでございます。報告事項の６

番、今年の４月から始まりますプラスチ

ック分別回収モデル実施に向けて昨年の

秋から第一期の住民説明会をさせていた

だきましたご報告と、今年１月末から始
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まりました第２期住民説明会の日程等に

ついてご説明させていただきます。 

まず、項番１でございますけれども、

第１期住民説明会を千住地域、小台・宮

城地域、新田地域で全 12回開催させて

いただき全部で 643人の方にご参加いた

だいたところでございます。 

項番２では質疑応答でいただいた質問

と回答を記載させていただいておりま

す。例えば、「モデル実施の費用はどれ

くらいか」ですとか、あとは「燃やすご

み回収は週３回のままにできないか」と

か、「プラスチックはどのようにリサイ

クルされるのか」という質問がございま

して、それぞれで、モデル地区における

先行実施で年間２億円程度と見込んでい

ますよ、ですとか、燃やすごみの回収を

そのまま３回でできないかっていうご質

問については、車はどうしても二酸化炭

素を排出させますし、燃やすごみの中に

はプラスチックがかなり混じっています

ので、燃やすごみの回数を２回でやらせ

ていただいて、その分をプラスチックの

回収に充てることで同じ走行量にさせて

いただきたいということでご説明しまし

た。どのようにリサイクルされるかとい

うのは、先ほどの飛沫防止パネルでもご

ざいましたけれども、プランターやパレ

ットなどに再生いたします。また、よく

お弁当の容器の値札のシールがなかなか

剥がれないものがあるというご質問に

は、できるだけ剥がしていただいて、そ

の残ったものについてはそのままプラス

チックで出していただければとご説明さ

せていただきました。 

項番３でございますけれども、第２期

の住民説明会開催状況でございまして、

これは全部で 14回予定してございまし

て、３月９日まで実施する予定でござい

ます。10月 11月の説明会は町会自治会

の加入住民の方を重点に開催させていた

だきましたが、１月からはモデル地域内

全戸に住民説明会の開催チラシを配らせ

ていただき、地域学習センターだけでは

なくて、芸術センターですとか、学びピ

アの講堂など広いところでも開催できる

ように考えてございます。10ページに

はモデル地域の地図を載せさせていただ

きました。住民説明会については以上で

ございます。 

続きまして 12ページの報告事項 7で

ございます。これはモデル地区における

プラスチック分別回収事業実施に伴い実

施した資源化委託のプロポーザルの特定

結果についてでございます。 

項番２の業務目的と内容でございます

けれども、集積所から回収したプラスチ

ックを選別また異物除去、圧縮して梱包

し、リサイクルできる場所に送ることで

ございます。 

特定した相手方でございますけれど

も、株式会社要工業という会社でござい

ます。今回申し込み事業者が４事業者ご

ざいましたが、そのうち２業者がこちら

で指定した資格を有しておりませんでし

たので、実際には２社にプレゼンテーシ

ョンをしていただいたところでございま

す。今回の提案価格につきましては、

8056万 5千円余でございます。 

業務期間は令和６年４月１日から１年

間で、履行状況が良好な場合に限り最長

２回まで更新ができるということにさせ

ていただいております。特筆すべき提案

概要と評価したというポイントでござい

ますけども、機械選別や手選別によって

リチウムイオン蓄電池混入防止対策が徹
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底されることと、区専用プラントとして

の活用や、モデル地区内に工場があるた

め収集運搬の効率性に伴う二酸化炭素の

排出削減に期待ができるということでご

ざいます。 

項番８には特定までの経緯、選定委員

会の委員の構成を書かせていただいたと

いうことでございます。今後の方針でご

ざいますけど、分別方法等の課題につい

て検証等を行いまして、全区展開に向け

て課題を改善していきたいなと思ってお

ります。説明は以上でございます。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。報告事項の

６ではモデル実施に向けた説明会という

ことで、住民説明会を１期と２期に分け

て実施した、あるいは実施している途中

であるということのご説明です。モデル

地区の実施区域が区の 15％でしょう

か、10万 4000人の方の協力をいただく

ということで、その点は大掛かりなモデ

ル事業かと思いますけれども、丁寧に説

明をされているということでした。 

それから、報告事項７の方は、この分

別回収実施に伴う資源化物の運搬とそれ

から指定法人への引き渡しということ

で、最終処分まで行かないその手前のと

ころまでの委託業者を決めたというその

プロセスをご報告いただきました。 

それでは内容について何かご質問ご意

見ございましたらお願いいたします。は

い、横田委員どうぞ。 

（横田ゆう 委員） 

はい、横田です。このプラスチック分

別回収についてなんですけれども、説明

会を何度か開いて、これまでの説明会で

すと、自治会に入ってらっしゃる方が重

点でしたので非常にご理解いただいたり

していたのではないかと思いますけれど

も、プラスチックを出すときにはちょっ

と油を取り除いてとか、そういうことを

言われておりますが、具体的にやってみ

せたりとか、わからないことの質問に具

体的に答えてもらうっていうような形で

行われたのかということと。 

それから、これから自治会に加入して

ない方々への説明が始まると思うので、

その辺でのやはりもっと具体的な説明の

仕方があるのかなっていうのがちょっと

気になるところです。 

今回の２月 10日号のあだち広報を見

ますと、特集が組まれていましてね、そ

こに具体的な協力方法も付いていて、ご

みの出し方や清掃員の１日の活動の様子

ですとか、非常に良い広報と思ってい

て、これから進めていくにあたってはと

ってもいいなと思いました。 

あともう一つは、ごみ出し分別アプリ

っていうのがあるのですが、収集日を忘

れてしまったりとか、このごみはいつ出

せばいいのかというときに、私もいろい

ろ活用させていただいているんですけれ

ども、この辺の改修っていうのはこれか

らするんでしょうか。 

（田中充 会長） 

はい。私が伺っている範囲では、お尋

ねの点が４点ほどあったかと思います。

それでは事務局お答えいただいてよろし

いですか。 

（長谷川澄雄 足立清掃事務所長） 

はい、まず第１期目でございますけれ

ども、これは回覧板ですとか町会自治会

の掲示板を活用させていただきましたの

で、町会自治会の方を中心にということ

にさせていただいたところでございま

す。説明の際は PowerPointの映像を映
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し、その後質疑応答をさせていただき、

それぞれ質問について丁寧に答えさせて

いただいたところでございます。 

２期目については、このモデル地域の

全戸にチラシをポスティングで配布させ

ていただき、住民説明会の日程を周知さ

せていただきまして、こちら来ていただ

いたということを書かせていただいてお

ります。１期のときは掲示板にも貼って

いただきましたので、町会自治会に入っ

てらっしゃらない方にも来ていただいて

いたのではないかと思いますけれども、

２期目についてはそういうやり方で進め

ていきますので、それで多くの回答を作

らせていただきました。 

広報についてお褒めいただきまして本

当にありがとうございます。丁寧に、い

ろんな形を使い継続的に広報を進めてい

きたいなと考えてございます。 

ごみ出し分別アプリの改修につきまし

ては、時期に合わせて地域の分を改修さ

せていただければと思っています。 

なお、集積所の看板につきましては数

がございますので、順次今、うちの方で

張り替えています。今までですと収集看

板については、集積所を活用されている

方々からのご用命の時に必要な看板をお

持ちして貼っていただいたんですけど

も、今うちの方で全部張り替えていくと

ころですから、早いところですともうす

でに張り替えており、３月までは今まで

どおりの種類収集日なんですけれども、

４月からこういう風に変わりますってい

う形で周知をさせていただいているとこ

ろでございます。 

（荒井広幸 環境部長） 

補足で入ってよろしいですか。 

（田中充 会長） 

はい、どうぞお願いいたします。 

（荒井広幸 環境部長） 

環境部長です。少し補足で、説明会の

中でプラスチックの洗い方とかを実際に

実践してみせているかというご質問があ

りましたが、実は動画を作りまして、今

「動画 deあだち」というページに公開

をさせていただいております。こちらの

動画を使いながら、２期の説明会の方は

進めさせていただいておりますので、そ

の動画をご覧いただくと、この程度取れ

ればいいんだ、というようなこともご理

解いただけるような形になっています。 

モデル地区が荒川よりも南の地区です

ので、全区的にＰＲするとちょっと混乱

を招きそうで、動画はどなたでも見られ

るのですけれどもＰＲは地域限定でいた

しましたので、まだ再生回数が 630回ぐ

らいなんですが、「動画 deあだち」の

中を見ていただきますと見つかります。

ぜひご覧いただければと思います。 

（田中充 会長） 

よろしいでしょうか。多岐にわたって

ご質問いただいて、説明の方も丁寧にし

ていただいたかなと思っております。は

い、茂木委員、どうぞ。 

（茂木福美 委員） 

茂木です、よろしくお願いいたしま

す。10月 11月に行われた説明会ですけ

れども、その人数が 643人、これは町会

に入ってない方はやってないということ

で、新しく１月からはそういう未加入の

方も説明会に入れるっていうことが出て

るんですけれども、実際にこの網掛けの

部分のところで人数が増えたんでしょう

か。 

（田中充 会長） 

はい。他によろしいですか。それで
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は、その人数のことでのお尋ねですね。 

他に委員の方で何かご質問ありますで

しょうか。はい、鹿浜委員どうぞ。 

（鹿浜昭 委員） 

鹿浜です。今回このモデル地区の実施

は費用が約２億円、年間にかかるという

ことでしたが、決まった事業者が 8000

万の契約をされてるんで、どこに１億

2000万ぐらいの費用がかかるのか。要

は、その２億円の概要を教えていただけ

ればと思うんですけど。はい、お願いし

ます。 

（田中充 会長） 

はい。茂木委員から、第２期の後半の

方で説明会の人数が増えたかという具体

的なご質問で、鹿浜委員からは、費用は

どんな按分になりますかということだっ

たかと思います。いかがでしょう。 

（長谷川澄雄 足立清掃事務所長） 

はい。それではまず人数の関係でござ

いますけども、今開催しているのがまだ

５ヶ所ほどですが、２期目の方は１期目

と今のところほぼ同数くらいかなと思っ

ています。１期は先ほどお話ししたよう

に、町会自治会の会員に限定した訳では

ないですが、名簿を作っておりませんの

で、また２期目もお名前をお伺いしてお

りませんので、町会自治会に入っていら

っしゃるかどうかまでは確認取れており

ません。 

（松澤敏昭 清掃計画係長） 

事務局の清掃計画係の松沢です。費用

の方につきましては、先ほど約 8056万

円とご説明しましたが、こちらにつきま

しては、いわゆる中間処理経費になりま

す。残りの約１億 2000万円につきまし

ては、プラスチックを回収する各集積所

から収集するための車の費用ですね、収

集運搬費用。 

（鹿浜昭 委員） 

処理費用ではないのですか。 

（工藤信 委員） 

処理費用は 8000万円です。 

（鹿浜昭 委員） 

それは中間処理までですか。 

（松澤敏昭 清掃計画係長） 

そうです。 

（長谷川澄雄 足立清掃事務所長） 

収集運搬費には、車を運転する方と脇

に乗って収集する方がいて、そのすべて

を委託しますので、その費用は１億

2000万円超です。 

（田中充 会長） 

はい。今の鹿浜委員のご質問は 12ペ

ージに関してですね。集積所までは一般

家庭の方がお出しになる。集積場に集め

られたプラスチックについては要興業が

運搬するわけではないんですね。 

（工藤信 委員） 

各集積場から収集して要興業へ運搬す

る費用が年間で１億 2000万円くらいで

す。 

（鹿浜昭 委員） 

区でやるんですか収集は。 

（工藤信 委員） 

区が委託をします。 

（田中充 会長） 

はい。これは回収済みプラスチックを

選別・異物の除去、保管そして梱包して

指定法人に引き渡す、ここまでが要興業

の作業でこれが 8000万円。集積所から

プラスチックを回収してその要興業まで

持っていく収集運搬作業が１億 2000万

円で、それは別途の事業者に委託をす

る、こういうご説明だったという理解で

よろしいですか。 
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（工藤信 委員） 

通常の燃やすごみを収集している業者

さんに運搬してもらって、その要興業に

持って行いきます。要興業が処理するの

に 8000万かかります。 

（鹿浜昭 委員） 

収集の方は燃やすごみが１日減るから

費用は変わらないんじゃないんですか。 

（工藤信 委員） 

マイナス 3000万くらいです。 

（長谷川澄雄 足立清掃事務所長） 

燃やすごみの方は、今回台数を減らし

ますので、まだ来年度予算ではあります

が減っていくと考えています。今回２億

円位かかってくるというのは、プラスチ

ックを収集運搬して、中間処理施設まで

持ってくる費用がおよそ１億 2000万、

中間処理施設の費用が 8000万位かかっ

てくるだろうということでございます。 

（田中充 会長） 

はい、よろしいでしょうか。委員がお

っしゃったように、おそらく増減がある

かと思いますね。 

（荒井広幸 環境部長） 

ひとつ補足をよろしいですか。 

（田中充 会長） 

はい、どうぞ。 

（荒井広幸 環境部長） 

先ほど第２期の住民説明会で、出席が

増えているかというお問い合わせを茂木

委員からいただいたかと思うんですが、

１月 27日から２月８日まで全５回実施

をさせていただいて、そこに出席してい

ただいた方が 190名、一番多い時で第４

回２月３日の千住東住区センターでは、

77人の方においでいただくなど盛況で

ございました。以上です。 

（田中充 会長） 

よろしいでしょうか。何か委員の方か

らございますか。田島委員、どうぞ。 

（田島のぞみ 委員） 

説明会を何回も開催していただいてい

ると思うんですが、どうしてもご都合が

悪くて参加できない方っていらっしゃる

と思うんです。その場合、分別方法とい

うのは説明会に行かないと分からないぐ

らい煩雑なものなのか、行かなくても何

か資料いただければ分かるものなのか、

教えてください。 

（田中充 会長） 

はい。他に委員の方で何か追加があり

ますか。大丈夫ですか。では今のご質問

について、事務局お願いいたします。 

（長谷川澄雄 足立清掃事務所長） 

はい。先ほど部長からお話させていた

だきましたけれども、まず「動画 deあ

だち」のなかでプラスチックの洗い方を

ご案内しているところです。また、３月

に「資源の出し方・ごみの出し方」とい

う冊子を全戸に配布させていただき、具

体的にこういうものはプラスチックです

よとか、こういうものは燃えるごみです

とご案内させていただくように考えてご

ざいますので、説明会にいらっしゃらな

い方でもわかりやすくとは考えてござい

ます。 

（田中充 会長） 

はい、どうぞ。 

（石毛かずあき 委員） 

すいません、ちょっと一点だけ。収集

場所にわかりやすく掲示してはいないん

ですか。 

（田中充 会長） 

はい。今の点いかがでしょうか。 

（長谷川澄雄 足立清掃事務所長） 

集積所の看板にもプラスチックはこう
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いうものですと書いてありますけど、ど

うしても集積場の看板はスペースが限ら

れておりますので、代表的なものを書か

せていただいております。一番はプラス

チックの「プラ」っていうマークを見て

いただければと考えています。 

（田中充 会長） 

はい。他に何かご意見等ございます

か。 

（工藤信 委員） 

先ほどの件で。 

（田中充 会長） 

はい、どうぞお願いいたします。 

（工藤信 委員） 

先ほどの収集運搬と中間処理の要興業

の関係ですけど、運搬については、いま

燃やすごみを運搬している事業者さんに

引き続きお願いをします。プラスチック

の量と燃やすごみの量が変わってくると

思うんですね。だいたい相殺されるので

はないかというふうに思います。結局週

３で回るので。 

（鹿浜昭 委員） 

そうですね。 

（工藤信 委員） 

今までとそれほど変わらない収集運搬

の費用になるかなと。ただ、今まで燃や

すごみは清掃工場で燃やしてたのでお金

かからないですけど、今度は中間処理、

リサイクルするのに 8000万かかるん

で、プラス 8000万になりますっていう

説明です。 

（鹿浜昭 委員） 

２億かかる意味が分からないのです

が。 

（田中充 会長） 

おそらく２億というのは、プラスチッ

クの資源化事業全体から見ると２億円が

かかるということですか。 

（工藤信 委員） 

燃やすごみがその分減ってますよ、燃

やすごみの運搬がその分減ってますよっ

ていうのは、その裏にあるということで

す。 

（鹿浜昭 委員） 

裏にあるの。 

（工藤信 委員） 

裏にあるんです、はい。 

（田中充 会長） 

よろしいでしょうか。純増分として

8000万ほどということですね。はい、

ありがとうございました。 

さて、続いては報告事項８の方です

ね。不法投棄の取り締まりということで

ございます。それでは、事務局お願いい

たします。 

（志田野隆史 生活環境保全課長） 

生活環境保全課でございます。年末の

不法投棄・落書き防止の取り組み結果に

つきまして２点ご報告させていただきま

す。 

まず１点目でございますが、「不法投

棄防止キャンペーン」ということで、１

２月１日から１ヶ月間、（２）番の周知

方法にあるとおり、駅のポスター掲示や

あだち広報等で周知をさせていただき、

不法投棄、落書きの通知の呼びかけをさ

せていただきました。 

次の 15ページでございます。（３）

番キャンペーン期間中の対応実績でござ

いますが、令和５年度は 673件の通報を

いただき、イの処理個数の表にあります

が、725個を処分させていただいたとい

う結果でございます。 

次のページでございます。２点目、不

法投棄・落書き点検ということでござい
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ます。年末年始を安全な綺麗な町で迎え

てもらうために、刑法犯認知件数が多い

駅周辺を重点的に区職員が直接点検をし

て綺麗にするという取り組みでございま

す。（３）での対応状況でございます

が、落書きの方を 33件発見いたしまし

て、全て年末までに綺麗に消去したとい

うことでございます。 

今回でございますが、重点点検エリア

ということで例年は駅周辺なんですが、

それに加えて初詣で人が多く集まる西新

井大師周辺につきましても、点検エリア

の方に加えさせていただきました。別紙

１－１それから１－２で重点点検エリ

ア、別紙２のところで落書きの状況の方

の写真をつけさせていただいておりま

す。報告は以上でございます。 

（田中充 会長） 

はい、ありがとうございました。報告

事項８の不法投棄や落書き防止の結果と

いうことでございます。内容についてい

かがでしょう。ご質問等ございましたら

お願いいたします。 

（鹿浜昭 委員） 

よろしいですか。 

（田中充 会長） 

はい、どうぞ。 

（鹿浜昭 委員） 

まず不法投棄防止キャンペーンの周知

方法で、（２）の１番、区内駅５駅にな

っていて五反野駅が入ってないんですけ

ど、五反野駅が入ってない理由があれば

教えていただきたいというのが一点。 

それと、やはりこの落書きが犯罪とい

うことで、未だになくならない不法投棄

も含めてですね、防犯カメラ等に映った

実績っていうのは今まで区ではないのか

どうか。あればですね、基本的にその動

画があれば犯罪として警察に届けられる

そうなんですけど、その実績っていうの

は今までなかったのか。これを重点地区

でやっているっていうことがあれば、そ

こに今後防犯カメラをつけることができ

ないかということを、ちょっと教えてく

ださい。 

（田中充 会長） 

はい、２点ございました。五反野駅に

ついて、キャンペーンに入っていない理

由があるかということ、防犯カメラの活

用ですね、そういう質問をいただいたと

思います。他に委員で何か関連してござ

いますか。はい、石毛委員どうぞ。 

（石毛かずあき 委員） 

例えばですね、この落書きの件に関し

てなんですけれども、海外の人からして

みても、何か日本は落書きしやすいとい

う、そういったイメージがあるというよ

うなんです。またそういった落書きを集

めて様々な媒体で発信をして喜んでいる

人達も、日本だけじゃなくて世界中にい

るようで、そうした落書きの大好きな人

達からしてみれば、しめしめというよう

な状況でやっているんでしょうけれど

も。 

ただ足立区の場合は、ビューティフル

ウインドウズを展開していて、ずいぶん

と効果があらわれてきていると思うんで

す。対処の仕方、全然間違ってないと思

いますし、落書きは書かれたらなるだけ

すぐに消すというのは、やっぱり一番の

大前提だと思うんですけども、通報があ

ってから、その落書きを消すまでに大体

どのぐらいの時間が経ってから処理をし

ているのかということ。あとは先ほどの

不法投棄のキャンペーンじゃないんです

けども、外に対してですね、横断幕や何
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かで落書きは絶対許さないとか。先ほど

鹿浜委員が言いましたけど、落書きは発

見したら例えば警察だよとか、犯罪だと

か、そういうわかりやすいようなキャッ

チなんかを区の中に貼り巡らせるとか。

そういうようなことが大事だと思うんで

すよね。 

もう一つは民家の外壁とか被害にあっ

たらたまったもんじゃないので、そうい

った被害に遭わないように、例えばこう

した落書き防止スプレーなどの落書き防

止グッズみたいなものがありますよ、と

いうような案内を区の方からやってるの

かな、そういったものもやっていただく

のもどうかなと思うんですが、いかがで

しょうか。 

（田中充 会長） 

ありがとうございます。石毛委員の方

から、やはり落書きに関連して３点ほど

お尋ねいただきました。それでは鹿浜委

員、石毛委員のご質問に対していかがで

しょう。 

（志田野隆史 生活環境保全課長） 

五反野駅を特に抜いた理由はございま

せん。 

（鹿浜昭 委員） 

認知件数が多い駅前って言ったんじゃ

ないんですか。 

（志田野隆史 生活環境保全課長） 

今後、五反野駅にもポスター掲示を依

頼してまいります。 

それから防犯カメラの方でございます

が、同じ模様が多発した場合は、警察と

連携していろんな取り組みをさせていた

だいておりますが、現在は、とにかく早

期に消す取り組みを優先しておこなって

おります。 

それから、消すまでの時間はどの位か

かっているかっていうところでございま

すが、今、職員自身がすぐに消すという

取り組みもおこなっております。その場

合は、通報したらその日もしくは翌日に

は消し去ってしまうというところです。

ただ、鉄道の高架下だとか、河川敷だと

か、国道のポールみたいなところは、各

管理者の方に依頼をして消していただき

ますので、その管理者の対応次第という

ことで、概ね１ヶ月以内ぐらいでは消し

ているという状況です。 

それから、民家への刷毛やスプレーの

貸し出しもございまして、区のホームペ

ージで周知をさせていただいておりま

す。まだ認知度が低いと思いますので、

ＳＮＳ等でも発信をしてまいります。 

（田中充 会長） 

はい、ありがとうございます。追加で

ございますか。はい、石毛委員どうぞ。 

（石毛かずあき 委員） 

私が最後に聞いたことはですね、落書

きされないように、防止スプレーなどが

あるので、そうしたことを区の方から周

知したらどうかという話をしたんです。

されたことじゃなく、される前の防止の

周知の仕方はどうですか。 

（志田野隆史 生活環境保全課長） 

落書き防止という内容の看板等での周

知はまだまだ不足していると思うので、

防止対策ということで取り組みの方法を

検討していきたいと考えております。 

（田中充 会長） 

キャッチコピーを作るなどですね、未

然防止に向けた取り組みに替えたらどう

か、そんなご提案でございました。 

（荒井広幸 環境部長） 

すみません。新しいご提案でございま

すので、どのような形が取れるのか、ま
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ずは内部で検討させていただきたいと思

います。落書きされないことが一番です

から、その方向で何ができるのか、お時

間いただきたいと思います。 

（田中充 会長） 

ありがとうございます。他の委員の方

から何かございますか。はい、小泉委員

どうぞ。 

（小泉俊夫 委員） 

はい、落書きに関して罰則というのは

あるんでしょうね、きっと。でも、そう

いうのがどこかに書いてあるのを見たこ

とないです。例えば、落書きするのにも

結構費用かかりますよね。なんか子供た

ちに最近はいろんなことでも責任ってい

うのはあまり問われなくて、だからそこ

の部分が、やはりそういうことをするこ

とによってこうなってしまうんだよ、っ

ていうことじゃないんですが、やっぱり

必要じゃないのかな。例えば何やっても

そんなに罰せられないなっていうことが

あれば、誰でもちょっとやってみたくな

っちゃうよ。ですから、こういうことに

なるんだよってことで、なんか落書きに

ついてのそういったポスターですかね。

罰則みたいなのってどうなんですか。 

（田中充 会長） 

はい、わかりました。今のご意見は、

先ほどの石毛委員と同じ趣旨のご発言か

と思います。 

他に委員の方でありますでしょうか。

オンラインの委員も大丈夫ですか。は

い、よろしければ今のご発言に事務局い

かがですか。 

（荒井広幸 環境部長） 

はい、環境部長の方から回答させてい

ただきます。落書きは罰則規定が決まっ

ていますので、そうしたことのＰＲも含

めて、先ほどその落書きの未然防止のＰ

Ｒというご提案もいただいておりますの

で、犯罪だよということも含めてです

ね、力強いＰＲが構成できればというふ

うには考えております。 

（田中充 会長） 

器物損壊罪かなにかになりますか。 

（荒井広幸 環境部長） 

そうです。建造物等損壊罪や器物損壊

罪にあたります。 

（田中充 会長） 

はい、どうぞＰＲの仕方、特に未然防

止に向けてですね、工夫をしていただく

と良いかなと思います。 

さて、それでは報告事項を中心に質

疑、ご審議、ご意見を頂戴して、事務局

の方で受けとめる課題がいくつも出たか

なと思います。 

全体にわたって、もし言い洩らした点

あるいはこれはぜひ共有しておきたいと

いう点がありましたら、どこでも構いま

せんので、ご発言をお願いいたします。

中村委員いかがでしょうか。 

（中村徳光 委員） 

はい。そうですね。落書きの件なんで

すけども、やっぱり抑止が大事だと思う

んで、他の防犯も含めて、防犯カメラも

すごくいいと思います。うちの会社の前

と後ろにも設置しているんですけども、

すごく効果があります。 

（田中充 会長） 

ありがとうございます。コストもかか

って、またいろんな点で、プライバシー

の面もあるかもしれませんが、ぜひ工夫

もということかと思います。はい、工藤

委員どうぞ。 

（工藤信 委員） 

防犯カメラですけど、足立区の防犯カ
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メラの密度っていうのが 23区平均より

下なんです、面積が広いので。それで最

低限でも中間以上まで持っていこうと、

今順次つけてます。 

今までもいろいろ犯罪になったときに

防犯カメラを確認して警察に相談したり

したケースはあるんですけど、警察が取

り扱ってくれる内容がやはり軽いものは

なかなか取り扱ってくれないので、それ

は相談をしたいんですけど、少なくとも

防犯カメラはもっと密度の濃い、150メ

ートルに一か所とか 200メートルに一か

所とか、それくらいを目指して今増やし

てはいます。 

（百田真史 副会長） 

百田でございます。カーボンオフセッ

トなんですが、こちらは毎年やられてい

るということで。これは１回払ってしま

うとそれでおしまいになってしまうの

で、同じ金額を払って同じような効果が

生まれる省エネ提案とか、そういうプロ

ポーザルみたいなものがもしできれば、

それは永続的に続くものかもしれません

し、何かそういう仕掛けが少しあっても

いいのかなとちょっと思いました。それ

でうまくいかなかったら最後はオフセッ

トするみたいなんで。なので、より効果

のある使い方がもしどこかから提案があ

れば、そっちの方ばっかりというのも、

違うかなと思っているところです。失礼

いたしました。 

（田中充 会長） 

ただ今の副会長のご発言は、省エネ投

資をすることで、持続的に二酸化炭素排

出の削減に寄与する、だからその省エネ

投資に工夫をすることがより本質的では

ないか、という発言だったと思います。

またあのカーボンオフセットというの

が、これ友好都市であったり、そうした

他の都市を支援をする、またそういうと

ころで植林をしていただいて森を作って

また地域を守ってもらう、こういう多面

的な効果もありますので、優れた点もあ

るかと思います。ぜひ、こうした副会長

の提案もまた工夫の一つとして受けとめ

ていただければと思います。ありがとう

ございました。 

さて、それではよろしいですか。何か

ご発言あればお願いします。本日は順調

にここまでご審議をいただきました。 

大変多岐にわたったご意見を頂戴し、

特に啓発事業ですね、ツアーであるとか

環境学習ツアーについてご要望もたくさ

んいただきました。今年度は、これが審

議会としては最終回になりますが、また

環境事業の振り返りにもなりましたの

で、いただいたご意見は来年度の施策事

業の中に取り入れるものは取り込んでい

ただければ大変よいかと思います。 

それでは、ここまでで報告事項の審議

は終了させていただきたいと思います。

今後の予定など事務局からお願いできま

すでしょうか。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

はい。長時間にわたりご審議ありがと

うございました。 

令和５年度の環境審議会、今回をもっ

て終了となります。次回、６年度の審議

会は６月 24日（月）午前 10時から開催

を予定しております。会場は８階の庁議

室を予定しております。後日ですが環境

審議会の開催文書にて改めてお知らせは

させていただきます。次回もオンライン

を併用した形で開催をしたいというふう

に考えております。事務局からは以上で

ございます。 
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（田中充 会長） 

はい、ありがとうございました。 

次回はまた来年度ということで少し先

になりますけれども、６月 24日（月）

午前中ということでご予定をお願いいた

します。 

それでは以上をもって、令和５年度第

４回足立区環境審議会を閉会させていた

だきます。どうも皆さんありがとうござ

いました。 

 

以上 




